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１．2006年3月期実績報告

業績概要
（単位：億円）

2005/3期
前年比

売上高 2,622 2,653 1.2%

経常利益 84 90 7.6%

当期純利益 49 53 8.5%

１株当たり当期純利益 262円05銭 246円23銭

営業資産残高 6,466 6,680

株主資本 510 561

株主資本比率 7.2% 7.7%

１株当たり年間配当金 30円00銭 40円00銭

2006/3期

（億円未満四捨五入）

(注)①2005年3月期の1株当たり年間配当金につきましては、2004年10月１日に実施した１対1.5の　　
　　　　株式分割が期首に行われたものとして算出すると25円00銭となります。

　　 ②2006年3月期の１株当たり年間配当金の内訳は、普通配当36円00銭、記念配当4円00銭で　　　
　　　　あります。
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事業別売上高・売上総利益
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（単位：億円）

売上高 売上原価 資金原価 売上総利益 売上高 売上原価 資金原価 売上総利益 売上高 売上原価 資金原価 売上総利益

賃貸事業 2,429 2,236 48 145 2,464 2,271 45 148 2,462 2,275 36 150

営業貸付事業 25 0 7 18 23 0 5 18 18 0 3 16

その他事業 147 113 0 33 135 112 0 24 173 146 0 27

合　計 2,601 2,350 55 196 2,622 2,383 50 190 2,653 2,421 39 193

2006/3期2005/3期2004/3期

（億円未満四捨五入）

□事業別売上高 □事業別売上総利益

2,653 193

賃貸
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事業別契約実行高

注：検収ベース

（単位：億円）

2004/3期 2005/3期

前年増減 前年比

賃貸事業 2,368 2,342 2,501 160 7%

営業貸付事業 2,181 2,548 2,194 -354 -14%

割賦販売 109 104 79 -24 -24%

営業貸付金 2,073 2,445 2,115 -330 -13%

その他事業 11 22 32 10 46%

4,560 4,912 4,728 -184 -4%計

2006/3期

（億円未満四捨五入）
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機種別賃貸事業契約実行高

（単位：億円）

2004/3期 2005/3期

前年増減 前年比

情報通信機器 1,842 1,819 1,963 144 8%

電子計算機及び関連装置 1,480 1,482 1,591 109 7%

ソフトウエア 184 176 201 26 15%

通信機器及び関連装置 178 162 171 9 6%

事務用機器 220 247 199 -48 -19%

その他機器 306 276 339 64 23%

総計 2,368 2,342 2,501 160 7%

2006/3期

注：検収ベース
（億円未満四捨五入）
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事業別営業資産残高
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２．2006年3月期の成果

ＩＣＴ関連ビジネスの伸長

◇ＮＥＣビジネス販売戦略での協創

　□地上デジタル放送機器拡販

　 →放送映像事業部との連携、協働提案

　 □ベンダー提携プログラム進展

　　　　→PC・ｻｰﾊﾞｰなど戦略商品向け複数ﾘﾘｰｽ

□地上デジタル契約実行高
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NECｸﾞﾙｰﾌﾟとのTotal IT Solution　
　を推進

　　　　　業界平均を大幅に上回る　
　　　　　成長を実現
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注力分野の拡大

□小口リース契約実行高と実働販社数
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　　□営業体制強化；専門営業部新設
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□Non-ICT製品リース契約実行高
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ＣＳＲ経営の推進

□エコリース成約高

78
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236
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◇『エコリース』の推進

　　　　　　日本政策投資銀行制度融資実行

◇リフレッシュPC事業との連携
　

　 　　　　「NECの森」（ｵｰｽﾄﾗﾘｱ・ｶﾝｶﾞﾙｰ島）
　　　　　　への植林ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄに貢献

　　　　　　社会的評価

ISO14001全社取得

日本環境経営大賞 優秀賞

日経新聞 環境経営度調査
　 金融部門第２位

グリーン購入大賞 特別賞

　　　　　　社会的評価

ISO14001全社取得

日本環境経営大賞 優秀賞

日経新聞 環境経営度調査
　 金融部門第２位

グリーン購入大賞 特別賞

環境経営の拡がり　　

　　　　　“環境”を差別化の源泉と　
　　　　　したビジネスの拡大
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３．2007年3月期 計画

新中期計画（2006年度～2008年度）

　１.営業戦略

a.NECグループとの協創

b.蓄積された知財・資産の活用

c.事業ポートフォリオ拡大への挑戦

　２.財務戦略

　３.経営・事業・経費効率化戦略

　４.CSR経営の更なる向上
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　新中期計画推進状況

◇営業体制の見直し

　　・ＩＣＴ市場対応、SMBビジネス強化に向けた即応性・機動性高い
　　 組織へ改編

　　・「エリア再編委員会」発足、検討開始

◇成長市場ベンダーとのビジネス進展

　　・環境ベンダー㈱ウェルシィとの
　　 業務・資本提携

　　・ＮＥＣグループ一体となった
　　 「PCライフサイクル管理モデル」
　　 の展開

機種選定

キッティング

セキュリティー

コールセンター

配送

リユース

満了

HDDクリーン

リサイクル

廃棄

資産管理

【PCライフサイクル管理モデル】

http://www.sincerehq.com/index2.html
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◇新事業立ち上げを目指して

　　・「事業開発委員会」を発足し、具体的な検討開始

◇資金原価低減策の実行

　　・コマーシャルペーパー発行枠の増額　

◇ＣＳＲ経営の展開

　　・「ＣＳＲ推進部」新設
　

　　・情報セキュリティマネジメントシステム“ISO27001”取得
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業績予想

（単位：億円）

2006/3期
（実績） （予想） 前年比

売上高 2,653 2,665 0.4%

経常利益 90 95 5.3%

当期純利益 53 56 5.6%

１株当たり当期純利益 246円23銭 260円06銭

2007/3期

（億円未満四捨五入）
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事業の安定的成長を背景に、積極的な株主還元を目指す

配当予想

中間期 期末 年間

2007年3月期予想 22円00銭 22円00銭 44円00銭

（ご参考）前年実績
（2006年3月期）

18円00銭 22円00銭 40円00銭

(注)2006年3月期の１株当たり年間配当金には、記念配当4円00銭を含んでおります。

１株当たり配当金
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商号　　　　　　　　 　NECリース株式会社　
　　　　　　　　　　　　

本社所在地 　東京都港区芝5-29-11 NEC住生ビル　　

創業　　 　1978年11月30日 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　 　　　　　　　　　

株主資本 　561億円　（2006年3月31日現在)

上場市場 　　 　　 東京証券取引所市場第一部
　　 (証券コード: 8793)

代表取締役社長 加藤　奉之　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　

主な事業内容　　 総合リース業

　　　　　　　　　　　　　　　　　（賃貸事業、営業貸付事業、その他事業）　　
　　　　

従業員数 479 (2006年3月31日現在)

格付（R&I）　 　　　　　　　 長期：A-　/　短期：a-1

会社概要



本資料に記載されている株主・投資家向け情報は、投資勧誘・保証を目的として作成されたもので

はありません。実際に投資を行う際は、ご利用者ご自身のご判断において行われるようお願い致し

ます。

本資料に記載されている当社の計画、戦略および業績見通しは、将来の予測であって、

リスクや不確定な要因を含んでおります。

また、本資料に記載されている経営目標は予想ではなく、将来の業績に関する経営陣の

現在の予想を反映したものでもありません。むしろ、経営陣が事業戦略の実行を通じて達成しようと

する目標であります。

実際の業績等は、さまざまな要因により、見通し等と大きく異なる結果となりうることをあらかじめご

承知願います。実際の業績等に影響を与えうる重要な要因としては、当社の事業領域を取り巻く経

済情勢及び規制や法令の変更、潜在的な法的責任、当社のサービスに対する需要変動や競争激

化による価格下落圧力などがありますが、これら以外にも様々な要因がありえます。また、世界経済

の悪化、世界の金融情勢の悪化、国内外の株式市場の低迷などにより、実際の業績等が経営目標

その他の見通しと異なる結果となる可能性もあります。

当社による将来予測に関する記述は、その日現在のものであることをご承知おきください。

新たなリスクや不確定要因は随時生じるものであり、その発生や影響を予測することは

不可能であります。また、リスクや不確定要因があるため、将来予測に関して記述されていることが

実際には起こらない場合もありえます。これらの記述に全面的に依拠することは控えるようお願いし

ます。
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